
中 山 間 地 域 活 性 化 講 演 会 

中山間地域活性化を担う人材の養成 

－  能登の里山里海マイスター養成の取り組みに学ぶ  － 

 

開催主旨： 

栃木県の中山間地域には、美しい郷土景観、おいしい食材、農村とのふれあい、生物

多様性など、豊かな地域資源が認められますが、農林水産業の衰退や人口の減少、高齢

化等に伴い、管理の放棄や利用低下が進んでいます。一方では、農産物の加工による六

次産業化、農村環境のツーリズム利用、児童・生徒の環境学習、大学生の研究活動など、

都市農村の交流によって豊かな地域の実現につながるような新しい取り組みも生じて

います。この講演会は、石川県の能登半島で、地方自治体と連携して地域活性化を担う

人材の養成活動に取り組み、定住化や新たな産業の振興で先進的な成果を挙げている、

金沢大学学長補佐中村浩二特任教授を招いて、栃木県の中山間地域を活性化するために

要となる人材を養成するための創意工夫を学ぶために開催するものです。 

 

主催：栃木県・宇都宮大学地域連携教育研究センター 

日時：9月 3日（水） 栃木県庁本館 6階大講堂 1 

対象：栃木県・市町職員及び、関係団体職員、NPO、大学関係者等 

日程及び内容： 

13：15 開会 

主催者挨拶 吉澤 豊（栃木県農政部農村振興 課長） 

趣旨説明 高橋 俊守（宇都宮大学地域連携教育研究センター 准教授） 

13：25 講演  

講演 中山間地域活性化を担う人材の養成 

－能登の里山里海マイスター養成の取り組み－ 

講師 中村 浩二（金沢大学学長補佐 特任教授） 

講師プロフィール： 金沢大学の里山里海プロジェクト代表として、全体を統括。

能登の里山里海の生態系の保全・活用に向けた教育・研究の実施、自然と共生し

環境配慮型の農林水産業を基盤とした地域再生、これからの能登を担う人材の育

成に取り組んでいる。専門は生態学。 

15：15 閉会 

参加申込み： 栃木県農政部農村振興課 中山間地域担当 大野 等 

TEL：０２８－６２３－２３３４ 

 



（参考記事）福井新聞 

 


